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 第 2 章「ニードル振動特性変化を用いた位置決め手法」では、ニードル振動特性変化を用いた
液滴と塗布面との接触検知の原理について述べる。また、数値計算シミュレーションの結果より、
ニードル振動を用いた接触検知手法が有用であることを示す。 
 第 3 章「ニードル振動機構の試作と性能評価」では、ニードル振動特性変化を用いた液滴と塗
布面との接触検知の有用性を実験的に確認するために、ニードル振動機構を試作する。試作した
ニードル振動機構を用いた実験より、ニードル振動を用いた接触検知が有用であることを示す。




 第 5 章「ニードル振動機構における不要共振モードの除去」では、第 4 章で問題となったニー
ドル振動機構の不要な共振の原因を調査する。その原因からニードル振動機構を改良し、最適な
ニードル振動機構の形状について論じる。 





 第 7 章「結論」では、本論文の研究成果をまとめ、今後の課題について述べる。 
 
